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　「天高く馬肥ゆる秋」や「食欲の秋」という言葉に代
表されるように味覚の秋が到来しました。職場の結婚
式のパーティーでおいしい食材のなかでも 1人の医局
員が別メニューで給仕がなされていました。聞いてみ
ると，海老のアレルギーがあるのでメニューを別にし
てもらっているとのことでした。その際の会話では，
海老や蟹に対するアレルギーがあるといったときに
「タラバガニは蟹ではなくヤドカリの仲間であるため
大丈夫か」という議論になりました。
　後に教室で調べてみるとタラバガニは節足動物であ
るヤドカリの仲間であるものの，タラバガニ科の甲殻
類に属することが判明しました。それでは甲殻類アレ
ルギーとはどんなものかを調べてみました。甲殻類ア
レルギーとは「海老や蟹，シャコなどの甲殻類を食べ
るとアナフィラキシーショックなどの症状を起こす」
と記されています。その原因物質はトロポミオシンと
いう筋源線維タンパク質といわれており，この物質は
貝類やイカやタコなどの軟体動物にも含まれており，
共通の抗原性があるようです。またダニやゴキブリな
どの昆虫にも含まれているいために，ダニなどに対す
るアレルギーがある人のなかに甲殻類アレルギーを示
す人がいるようです。
　また，トロポミオシンという筋源線維タンパク質の

量に関しては個体差が大きいようで，海老ではブラッ
クタイガーが多く，蟹では毛蟹が多いようです。また
海老アレルギーのある人でも，海老せんやかっぱえび
せんに対しては症状がないとされ，高温で調理するこ
とにより抗原性が低下するといわれています。しか
し，通常の調理温度では変性しないのでしょうか。そ
こに関しては不明です。
　現在，甲殻類ばかりでなく多くの食物アレルギーが
存在し，その原因として腸内細菌の研究が多くなされ
ています。腸内フローラという言葉も最近よく耳にし
ますが，これはヒトに対してさまざまな生理作用を有
しており，病原菌の定着阻害や免疫系の活性化，ビタ
ミン産生などが挙げられ，有害な作用として腐敗物質
や発癌物質の産生や各種疾患への関与が挙げられま
す。ますますこの分野の研究が発展して，アレルギー
の克服につなげてもらいたいと思います。
　さて，かくいう小職も仕事の締切アレルギーがあ
り，皆様にご迷惑をおかけしています。こればっかり
は腸内フローラの研究が進み，免疫系の活性化が進ん
でも解決される問題ではなさそうです。そこで常に減
感作療法を試みているわけですが，なかなかこれを克
服することは大変です。世に憚らない程度に何とか克
服したいものです。
 （近藤幸尋）
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